
  
 
 
  
 第 24 回ミニ相談会を実施します。今回のミニ相談会では、楢葉町の遠藤 俊行氏を講師にお招

きし、3 年前の東日本大震災から今日まで、楢葉町が復興に向けてどのような取り組みを行ってき

たのかお話いただきます。また、防災対策や震災対応など、将来起こりうる災害に対してひとりひと

りが今できることについてもお話いただく予定です。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 24 回ミニ相談会テーマ～ 

      

      

      

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、

ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 26 年 6 月 25 日(水)     10:30～12：00 

【場 所】    いわき地域復興センター 

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話   10:30～11:30 

  ２．質疑・応答        11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 
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【日 時】 平成 26年 6月 25日（水） 10：30～12：00 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【講 師】 楢葉町 復興推進課 主幹兼課長補佐 遠藤 俊行 氏 

【参加人数】6名（男性 3名 女性 3名） 

 

 今回のミニ相談会は、楢葉町の現状と、東日本大震災から今日まで復興に向けてどのような取

り組みを行ってきたのかについてお話していただきました。さらに、防災対策や震災対応など、

将来おこりうる災害に対して、ひとりひとりが今できることについてもお話いただきました。 

 

＜第 24回ミニ相談会テーマ＞ 

 

 

 

【1】楢葉町の現状について 

 (1)震災後の主な経緯 

 (2)原子力災害・震災の被害状況 

 (3)インフラについて 

  (4)生活をする環境について 

  (5)除染廃棄物の仮置き場 

  (6)放射線影響への対応体制 

  (7)原子力発電所の安全対策 

 

【2】復興に向けた取組みについて 

 (1)楢葉町復興計画 

 (2)土地利用計画 

 (3)「帰町の判断」に係る松本町長記者発表骨子 

 (4)今後取り組む「３つの重点施策」 

 (5)放射線量の積算線量の変化 

 

【3】おわりに 

 (1)帰町と町民の生活再建をめざして 

１．講師の先生のお話   

 

講師: 遠藤俊行 氏 

＜講師資料抜粋＞ 

 

 



 

 

 

【4】(参考)東日本大震災当時について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の

中で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・

質問等をご紹介します。 

 

Q.楢葉町にある、天神岬の温泉の利用方法はどうなっていますか？ 

A.町民の方にかかわらず、すべての方が無料で使用することができます。 

 

Q.中間貯蔵施設の住民説明会に出ていない方のアンケートはとられないのでしょうか？ 

A.楢葉町町民の方には、中間貯蔵施設の賛否のアンケートはとってはいませんが、帰町するに

あたり、どのような条件がそろえば帰町を考えますかというアンケートはとっています。 

 

Q.平成 26年度に、楢葉町の園・小学校・中学校が改修改築予定となっていますが、国では、帰

町される子どもたちの人数は、どのくらいを想定していますか？ 

A.現在、いわき明星大学内にある仮設校舎に通う小中学生は約 160 名いますが、古いデータに

よると、実際、帰町されるのは少ないのではと考えられています。また、平成 26年 5月には

町長が帰町判断を表明し、帰町する時期が示されました。早ければ平成 27年の春には戻ると

いう可能性があります。つきましては、児童生徒の保護者の方に帰町された後は、地元の学

校に子どもたちを通わせますか？というアンケートを再度しようと思っています。 

 

 

 

 

２．質問コーナー・交流タイム 

＜講師資料抜粋＞ 

 



 

 

Q.このような大震災や原発事故を経験して、今後またこのような事が起きた場合、どのように

対応する事が大切なのかを教えて下さい。 

A.楢葉町では各世帯に無線機が設置されています。まずは情報収集をして無線で連絡がはいっ 

たら連絡に従った方がいいと思います。決して自分自身で大丈夫と思い、勝手な判断、行動

はしないで下さい。 

 

Q.昨年は、楢葉町で蕎麦をたくさんつくりましたが、放射能の数値はどうでしたでしょうか？ 

A.基準値以下だったと思います。皆さんと一緒に試食いたしました。 

 

Q.原発事故発生当時、正確な情報が流れなかったのはどうしてでしょうか？ 

A.当時、情報を流すべきところが大熊町にあったのですが、その事務所が移転し誰もいない状

態になり連絡がとれず、楢葉町役場からは正確な情報が流せない状況になりました。そのた

め、楢葉町役場では東京電力の方に 1 人常駐してもらい、情報収集していただきましたが、

なかなか携帯もつながらず余り情報が集まりませんでした。 

 
Q.第二原発を稼働するのかしないのかが、とても気がかりです。また、放射能の問題が解決し

ないと、役場の方がいい計画を立てても人は戻らないと思います。是非、役場の方には、も

う少し考慮してアンケートをとって欲しいです。 

A.最終的に判断するのは国です。また、楢葉町は考えを示し意見を言うしかできません。実際、

町長は今の状況では運転再開は無いといっています。また、アンケートについては、運転を

再開した時は帰町するのかしないのか？というアンケートはとっていますが、これから考慮

したうえで、アンケートの件を検討してみます。 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

第 25 回ミニ相談会は 7月 16日(金)10：30～ 

いわき地域復興センターで実施します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い 

合わせ下さい。 

 

 

 

 

＜第 24回ミニ相談会の様子＞ 
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